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協
会
活
動
状
況

●
昭
和

四
十

二
年
五
月
十
九
日

(
金
)

常
任
理
事
会

正
午

よ
り
植
物
園
事
務

所
。
出
席
者
ー
金
光

斎
藤
、
渡
辺
、
井
手
、
高
橋

(延
)
、

五
名
。

i
議

事
ー

1

理
事
改
選

に
つ
い
て

理
事
改

選
の
時
期

で
は
な

い
が
、
本
会

の
拡

充

強
化
の
た
め
理
事

の
人
数
を

ふ
や
す

こ
と

で

討

議
。
会

則
で
は
理
事

の
人
数
が
五
十
五
名
と

な

っ
て

い
る
が
、
会
員
を

ふ
や
す
と

い
う
前
提

か
ら
も
七
十
名
に
変
更

し
た

い
旨
、
理
事
長

よ

り

説
明
あ

る
。

い
ず
れ
今
後
、
各
地
方

の
ポ
イ

ソ
ト
と
な
る
よ
う
な
と

こ
ろ

に
理
事
を
お
く

よ

う
に
も

っ
て
い
く

こ
と

か
ら
も
、
会

則
を
七
十

名

に
変
更
す

る
こ
と
は
賛
成
さ
れ
る
。

2

会
費
値
上
げ

に
つ
い
て

個
人
会
員
を

ふ
や
す

よ
う
努
力

し
、
会

誌
、

会
報
を
多
く
発
行
し
て
、
会

の
実
績

を
示
し
て

か
ら

に
す

る
こ
と
と
な
り
、
今

回
は
見
送

り
と

な

る
。

3

会

誌

の
原
稿

に
つ
い
て

編
集
委

員
会

を
開

い
て
、
寄
稿
す

る
人

の
対

象

の
幅
を
広
げ
、

二
回
分
く
ら

い
の
量
を
集

め

て
お
く

よ
う
に
す
る
。

4

全
日
本
登
山
体
育
大
会

に
つ
い
て

五
月

二
十

一
日
に
行
な
わ
れ
る
会

議

に
理
事

長
が
出
席

し
て
、
会
議

の
も

よ
う
を
み

て
、
も

う

一
度

本
協
会

の
意
向
を
は

っ
ぎ
り
伝
え

て
く

る
。

5

委
託
調
査

に
つ
い
て

今
年
度

の
委
託
調
査
地

は
道
南
方
面
で
あ
る

が
、
な

る
べ
く
多
く

の
方

に
行

っ
て
も
ら
う
よ

う
配
慮
す

る
こ
と

に
な

っ
た
。

6

総
会

の
議
事

に

つ
い
て

議
事
次
第

の
話
し
合

い
が
行
な
わ
れ
た
。

●
昭
和

四
十

二
年
五
月

二
十

二
日

(
月
)

第
十

八
回
理
事
会

午
後

一
時
三
十
分

よ
り
拓
銀
本
店
会
議
室
。

出
席
者
-
東
条
、
犬
飼
、
井
手
、
春

日
(代

)、

高
橋
(
延
)
、
斎
藤
、
伏
見
(
代
)、
松

井
、
中
野

(
代
)
、
住
吉
(
代
)、

大
野
、
萩

原
(
代

)、
岩
本

(
代
)
、
渡
辺
、
金
光
、
島
倉
、
伊
藤

(義

)代
、

小

田
(
代
)
、
中
村
(
代
)
、
以
上
十
九
名
。

1

議

事
1

1

理
事
人
数
変
更

に
つ
い
て

常
任

理
事
会

の
報
告
後

、
会

則
変
更

を
、

理

事
長
説
明
す
る
。
七
十
名

に
変
更

は
承
認

さ
れ

る
。

2

会
計
報
告

昭
和

四
十

一
年

度
分
収
支
決
算

に

つ
い
て
、

理
事

長
説

明
。
監

事
の
春

日
氏
代

理

・
大
島
氏

よ
り
承
認

の
旨
、
説

明
あ

る
。
引
き

つ
づ
き
昭

和

四
十

二
年
度

予
算

の
説
明

が
あ
り
、
す
べ

て

承
認
さ
れ

る
。

3

全
日
本
登
山
体
育
大
会

に
つ
い
て

日
本
山
岳
協
会
常
務
理
事

・
星
野
氏

の
挨
拶

が
あ

っ
た
。

●
昭
和
四
十

二
年
五
月

二
十

二
日

(
月
)

北
海
道
自
然
保
護

協
会
総
会

午
後

二
時
よ
り
拓
銀
本
店
会
議
室

。
出
席

者

ー

東
条
、

犬
飼
、

井
手
、

春
日
(
代
)、
斎
藤
、

高
橋
(
延
)、

伏
見
(
代
)
、
松
井
、
山

河
(
代

)、

岩

岡
、
中
野
(
代
)
、
住
吉
(
代
)、

岡
本
、

佐
藤

植
田
、
山
田
(
秀
)
代
、
萩
原
(
代
)、
岩
本
(
代

)

大
野
、
渡

辺
、

小
関
、
村

井
、
金
光
、
島
倉
、

重
岡
、

太
田
、
伊
藤
(
代

)、
小

田
(
代
)
、
中
村

(
代
)
、
今

井
、

以
上
三
十
名
。

開
会
宣

言
に
ひ
き

つ
づ
ぎ
、
議
長
推
せ
ん
で

東

条
会

長
が
選
ば
れ
、
議
長

の
あ

い
さ

つ
が
あ

る
。ー

議

事
ー

1

事
業
報
告

会
報

で
報
告
済

み
で
あ

る
が
と

い
う
前
お
き

で
、

井
手

理
事
長

の
報
告
が
あ

る
。

a

恵
庭
岳

ス
キ
ー

コ
ー

ス
の
件

b

豊
平
峡
ダ

ム
の
件

c

ユ
コ
マ
ソ
ベ
ツ
の
ス
キ
ー

コ
ー
ス
の
件

d

都
市
周
辺

の
自
然
保
護
対
策

に
関
す
る

件
e

美
笛
揚
水
発
電
所
計
画

に
関
す
る
件

f

大

雪
山
自
動
車
道
路

の
件

9

全
日
本
登
山
体
育
大
会

の
件

h

ク

ッ
タ
ラ
湖

の
件

i

真
駒
内
柏

ケ
丘
お

よ
び
緑

ヶ
丘
の
自
然

保
護

に
関
す

る
件

ー

道
委
託
調
査

の
件

k

国
立
公
園
内

の
私

有
地
買
上
げ

予
算
折

衝

の
件

-

大
雪
山

の
索
道
建

設
に
伴
う
自
然
保
護

に
関
す
る
件

2

昭
和
四
十

一
年

度
会

計
報

告

監
事

・
春
日
氏
代
理
大
島
氏

よ
り
経
理
内
容

の
妥
当
な
旨
、
監

査
報
告
が
あ

る
。

3

昭
和
四
十
二
年
度
事
業
報
告

自
然
保
護

の
問
題

を
基
本
的

に
や
っ
て
い
く

方
針

で
あ
る
こ
と
。
都
市
周
辺

の
自
然
保
護

に

対
し
て
の
緊
密

な
打
合

せ
を

し
て
小
委
員
会
を

つ
く
り
、
解
決

の
方
向

へ
も

っ
て
い
く

こ
と
。

1●



会
員
と

の
連
絡
、
親
密

さ
を
は
か
る
た

め
に
も

会
誌
を
な
ん
と
か
し
て
年

に
二
回
く
ら

い
、
会

報
を
三
～
四
回
出
す

よ
う

に
つ
と

め
る

こ
と
。

会

員

一
人
が

一
人
ず

つ
会
員
を

ふ
や
す
よ
う
、

会
員
増

加
を
は
か
る
こ
と
な
ど
、

理
事

長
よ
り

説

明
が
あ

る
。

4

昭
和
四
十

二
年

度
会

計
予
算

収
入

の
部
、
支
出
の
部

と
も
承
認
さ
れ

る
。

5

理
事
増
員

の
た
め
に
伴
う
会
則
変
更

の
件

こ
れ
か
ら
の
会
員
増

加
を
予
想
し

て
、
七
十

名
に
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
。
具
体
的
な
事

項

に

つ
い
て
は
常
任
理
事
会

に

一
任
さ
れ
る
。

6

そ

の
他

全

日
本
登
山
体
育
大
会

に

つ
い
て
、
星

野
日

本
山
岳
協
会
常
務
理
事
の
あ
い
さ

つ
。
そ

の
内

容
は
別
掲

(
四
～
五
ペ
ー
ジ
)

の
あ

い
さ

つ
要

旨

の
項
を
参
考
と
さ
れ

た
い
。

午
後

三
時
二
十
分
散
会
。

ひ
き

つ
づ
き
懇
談

会

が
行

な
わ
れ

る
。

●
昭
和

四
十

二
年
六
月

二
十
二
日

(
木
)

常
任

理
事
会

正
午

よ
り
植
物
園
事
務
所
。

出
席

者
-

犬
飼

斎
藤
、
石
川
、
金

光
、
橋

本
、
小

田
(
代
)
、
高

橋
(
延
)
、
渡
辺
。
ほ
か
に
道
庁

よ
り

一
名
、
開

発
局
よ
り

一
名
。
東
利
尻
町

・
佐
藤
、
以
上
十

一
名
。

-
議

事
1

1

委
託
調
査

の
件

道
林
政
課
公
園
係

・
岩
崎

氏
よ
り
調
査
項

目

に

つ
い
て
の
説
明
が
あ

る
。
会
長
、
副
会
長
を

は
じ
め
常
任

理
事

は
極
力
参
加
す

る
よ
う

に
と

り
計

い
、
調
査
期
間

は
十
月

い
っ
ぱ

い
で
終
了

し
た

い
な

ど
決
ま

る
。

な
お
、
今
年
度

の
委
託

調
査
項

目
は

つ
ぎ

の

と
お
り
で
あ
る
。

。
支
笏
洞
爺

国
立
公
園

一
、
支

笏
湖
周
辺

に
お
け
る
自
然
保
護
に

留
意

し
た
各
種
公
園
利
用
施
設

の
あ
り
方

二
、
豊
平
峡
地
区

の
ダ

ム
建

設

に

お
け

る
、
周
辺

の
公
園
利
用
計
画

の
基
本
的

な
考

え
方
。

三
、
登
別
温
泉
地
獄

谷
、

お
よ
び
大
湯
沼

地
区

の
自
然
保
護
な
ら
び
に
利
用
施
設

の
方

法
。

。
ニ
セ

コ
積

丹
小
樽
海
岸
国
定
公
園

一
、

ニ
セ
コ

一
帯

に
お
け
る

ス
キ
ー
場
施

設
規
模

と
、

ス
キ
ー
場
用
地

の
夏
期
の
適

正

な
利
用
対
策
。

。
大
沼

国
定
公
園

一
、
駒

ヶ
岳
と
そ

の
山
麓
地
域

の
自
然
保

護
方
法
。

二
、
南
大
沼
地
区
の
公
園
利
用
者

の
集
中

対
策
と
、
東

大
沼
地
区

の
公
園
利
用
促
進
具

体
策
。

三
、
鹿

園
の
現
況
問
題
点
と
今
後

に
お
け

る
あ

り
方

四
、
道
有
公
園
用
地

の
土
地
利
用
対
策

。

。
恵
山
道
立
自
然
公
園

一
、
恵
山
地
区

に
お
け
る
高
山
植
物

の
保

護
対
策
。

・
檜
山
道
立
自

然
公
園

一
、
夷

王
山

の
自
然
保
護
方
法
。

'
二
、

か
も

め
島

に
お
け
る
利
用
施
設
計
画

の
あ
り
方
。

2

東
利
尻
町
議

・
佐
藤

氏
、
利
尻

国
定

公
園

に
サ

ロ
ベ

ッ
を

ふ
く
め
国
立
公
園

に
し
た
い
の

で
ご
協
力

を
ね
が

い
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、

利
尻
岳

の

一
部
に
チ

シ
マ
ザ

ク
ラ
の
群
生
が
発

見
さ
れ
た
旨
の
報

告
が
あ

っ
た
。

そ
の
他

と
し
て
、
会
誌
第

三
号

の
原
稿

は
八

月
締

切
、

九
月
発
行

な
ど
き

め
る
。

●
昭
和

四
十

二
年
七
月
十
七

日

(
月
)

委
託
調
査
打
合
せ
会

十

二
時

三
十
分

よ
り
植
物
園
事
務
所
。
出
席

者
-
犬
飼
、
斎
藤
、
石
川
、
楡
金
、
橋

本
、
渡

辺
、
以
上

六
名
。

i

議

事
1

1

委

託
調
査

の
件

調
査
項
目
に
そ

っ
て
、
時
期
、
調
査
員
な
ど

具
体
的

な
こ
と
を
協
議

す
る
。

そ
の
他

と
し
て
犬
飼
副
会
長

よ
り
、
網
走
湖

畔

を
埋
立
て
て
ほ
か
に
ホ
テ
ル
を
建
て
る
計
画

が
あ
り
、
現
地

で
も

い
ろ
い
ろ
問
題

に
な

っ
て

い
る
旨

の
話

し
が
あ

っ
た
。
網
走
湖

に
つ
い
て

は

一
昨
年

の
同
方
面
視
察

の
と
き

に
調
査
員
全

員

の
意
見
と
し

て
、
網
走
湖
畔
は

こ
の
ま
ま
保

持
す
べ
き
と

の
結
論
が

で
て

い
る
の
で
、
事
実

を
調
べ
て
そ

の
結
果
に
よ
り
会

長
に
報
告

し
、

協
会

と
し
て
の
処
置

を
と
る
こ
と

に
な

っ
た
。

●
昭
和
四
十

二
年

七
月
二
十

二
日

(
土
)

編
集
委

員
会

十

二
時

三
十
分

よ
り
植
物
園
事
務
所
。
出
席

者
-
犬
飼
、

石
川
、
楡
金
、
斎
藤
、
伊
藤

(秀

)

渡
辺
、

田
川
、
島

倉
、
橋
本
、
ほ
か
に
編
集
担

当

の
山

口
、
以
上
十
名
。

次
号
よ
り
英
文

タ
イ
ト

ル
お
よ
び
校
正
初
稿

は
、

な
る
べ
く
筆
者

の
責
任

に
お
い
て
処
理
し

て
も

ら
う

こ
と
な
ど

を
き

め
る
。

期

日
は
八
月

い

っ
ぱ

い
、

お
そ
く
と
も
九
月

十

日
ま

で
と
し
、
各
編
集
委

員

に
よ
り
筆

者
、

あ

る
い
は
推
せ
ん
者
を
極
力
広

い
範

囲
で
依
頼

で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
。
対
象

は
広
く
会
員

か

ら
と
し
、
さ
ら

に
道
、

営
林
局
、

開
発
局
な
ど

関
係
方
面
の
意

見
な
ど
も
と
り
入
れ

る
。
ま
た

投
書

の
よ
う
な
欄
を
設
け
た
り
、
本

の
案
内

の

リ
ス
ト
な
ど
の
案
も
出

る
。
写
真

の
べ

ー
ジ
は

湖
沼
、

湿
原

の
特
集
と
す

る
。
そ

の
ほ
か
、
種

々
意

見
あ
り
。

辻
井
幹
事

よ
り
天
塩
郡

サ

ロ
ベ

ッ
原
野

の
農

業
、

お
よ
び
工
業
開
発
が
強
く
進
め
ら
れ

る
状

勢

に
つ
き
説
明
あ
り
、
同
地
域

の
学

術
的
、
自

然
景
観
的
価

値

に
も
と
づ
き
本
協
会

と
し
て
、

そ

の
保
護
を
検
討

す
る
必
要
あ
り

と
認

め
た

の

で
、

こ
の
問
題
は
緊
急

か

つ
重
要
な
も

の
と
し

て
、

こ
の
会
合

に
よ
り

一
応
要
望
事
項
を
決

め

る

こ
と
に
な

っ
た
。

午
後

二
時
散
会
。

●
昭
和
四
十

二
年

八
月
十
七

日

(
木
)

第
十

八
回
理
事
会

午
後

四
時

よ
り
植
物
園
事
務
所
。
出
席

者
-

東

条
、
小

田
(
代
)
、
松
井
、
岩
本
(
代
)、
中
村

(代
)
、
宮
脇
、
石
川
、
道
家
、
斎
藤
、
中
野
、

渡
辺
、

小
関
、

山
田

(秀

)
代
、

楡
金
、

伏
見

(
代
)
、
明
道
、
高

倉
、
島
倉
、
伊
藤
(
義
)
代
、

小
林
(
庸
)、
金
光
、
籠
山
、
萩
原
(
代
)
、
春
日

以
上
二
十
五
名
。

ほ
か
に
大
雪
山
関
係

の
説
明

と
し
て
、
道

よ
り

四
名
出
席
。
議
事

に
は

い
る

前
に

つ
ぎ

の
報
告
が
あ

っ
た
。

1

網
走
湖
畔

の
工
作
物
新
設
に
関
す
る
件

で

道
知
事

に
意
見
書
を
提

出
し
た
こ
と
。

2

サ

ロ
ベ

ッ
原
野

の
自
然
保
護

に
つ
い
て
、

各
方
面

に
意

見
書

を
提
出

し
た
こ
と
。

3

国
立
公
園
管

理
の
問
題

で
厚
生
省

に
提

出

し
た
文
書

の
件

に

つ
い
て
。

-
議

事
ー

大
雪
山

の
自
然
保
護

に
つ
い
て

明
道
大
雪
小
委

員
会
委
員

長
よ
り
現
地
調
査

2●



の
報
告
が
あ

り
、

つ
づ

い
て
籠

山
理
事

よ
り
道

路
計
画

の
件

で
の
現
地

の
声
、
様
子
な
ど
の
報

告
が
あ
る
。

道
路
計
画

に
つ
い
て
、
各
理
事

の
熱

心
な
討

論

が
行
な
わ
れ
る
。

ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
に
関
す

る

意
見
書

は
九
月
末
日
ま
で
に
と
り
ま
と

め
る
。

大
雪
山
国
立
公
園
地
内
の
索
道
建
設

に
伴
う
自
然
保
護
に
関
す
る
意
見
書

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
五
日

北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

東
条
猛
猪

厚
生
省
国
立
公
園
局
長

大
崎

康
殿

林
野
庁
長
官

若
林
正
武
殿

北
海
道
林
務
部
長

中
野
正
彦
殿

旭
川
営
林
局
長

山
河
友
次
殿

本
州
産
業
(株
)社
長

木
下
又
三
郎
殿

北
海
道
林
友
観
光
(株
)社
長

植
田
英
武
殿

-

層
雲
峡
索
道
に
関
す
る
事
項

①

大
雪
山
の
観
光
、
登
山
利
用
は
層
雲
峡

索
道
お
よ
び
湧
駒
別
索
道
の
運
行
に
よ
っ
て
今

後
著
し
く
増
加
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
、

こ
の
利
用
増
加
は
単
に
両
索
道
周
辺
な
い
し
近

接
地
域
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
大
雪
山

上

一
帯
に
お
よ
ぶ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
自
然
保
護
対
策
に
つ
い
て
は

両
索
道
を
経
営
す
る
北
海
道
林
友
観
光
株
式
会

社
お
よ
び
本
州
産
業
株
式
会
社
が
互
い
に
よ
く

協
調
し
て
監
視
員
の
わ
り
ふ
り
、
具
体
策
な
ど

道
路

の
件

は
、
理
事
会

で
は
結
論
が
出
な

い
の

で
、
専
門
委
員
会
を

つ
く

っ
て
検
討
す

る
こ
と

に
す

る
。

こ
の
場
合
、

い
ま
ま

で
の
大
雪
小
委

員
会

を
拡
大
し
て
も
よ
し
、
ま
た
べ

つ
に
委

員

会

を

つ
く

る

こ
と
も
、
す
べ

て
明
道
委

員
長
に

委
任

す
る

こ
と
に
き
ま

る
。
午
後

六
時
散
会
。

要
望
書
、
意
見
書

回

答

文

書

を
検
討

の
う
え
進

め
ら
れ
た

い
。

な

お
、
監
視
員

の
配
置

に

つ
い
て
は
姿
見

の

池
附
近
、
北
鎮
岳
附
近
、
高
根

ケ
原
附
近
な
ら

び

に
黒
岳
附
近
が
今
後

と
く

に
被
害
を
受
け

や

す

い
重
要
地
域
と
認

め
ら
れ

る
の
で
、
姿
見

の

池
、
山
上
駅
、
白
雲

石
室

お
よ
び
黒
岳

に
そ
れ

ぞ
れ
監
視
員

を
常
駐

せ
し
め
、
上
記
地
域
を
重

点
的
に
常
時

巡
視
す

る
よ
う
配
慮
さ
れ
た

い
。

な
お
監
視
員

は
、

国
あ

る
い
は
道

の
嘱
託
員
と

し
て
任
命

せ
ら
れ

た
い
。

②

索
道
山
上
駅
お
よ
び
そ

の
周
辺

に
お
け

る
売

店
な
ど
に

つ
い
て
は
駅
舎
内

に
の
み
売
店

を
設
け
る
こ
と
と

し
、

舎
屋
外

に

お

け

る
売

店
、
屋
台
な

ど
の
設
置
立
売
り
な
ら
び
に
こ
れ

に
類
す

る
行
為
な
ど
は

一
切
禁

止
す
る
よ
う
、

予

め
関
係
者
間
で
強
力

な
規
制
措
置
を
講
ぜ
ら

れ
た

い
。

織

山
上
駅
周
辺

の
美
化
清
掃

に
つ
い
て
は

清
掃
要
員

の
配
置

の
み
な
ら
ず
、
じ
ん
芥
処
理

方
法

に

つ
い
て
も

予
め
充
分
配
慮
さ
れ
る
必
要

が
あ

る
。
例
え
ば
、
山
上
駅
お
よ
び
周
辺
地
域

の
じ

ん
芥
を
同
地
域
内

の
凹
地
、

沢
、

山
林
内

な
ど

に
捨
て
ず
、
索

道
を
利
用

し
て
山
麓
駅
ま

で
運

搬

の
う
え
処
理
す
る
な

ど
、
具
体
的

に
考

慮
さ
れ
る
べ
き

で
あ

る
。

H

湧
駒
別
索
道
に
関
す
る
事
項

ω

索
道

山
上
駅
附
近

の
自
然
保
護
対
策

の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ

て
い
る
木
棚

の
設
置

に

つ
い
て
は
、
景
観
保
全

の
面

か
ら
も
慎
重

に
検

討
さ
れ

た
い
。

②

山
上
駅
附
近

に
高
山
植
物
園
を
設
け
る

こ
と

に
つ
い
て
は
、
既

に
道
が
湧
駒
別

に
高

山

植
物
園
設
置
を
決

め
て
い
る

こ
と
で
も
あ

り
、

こ
こ
で
は
そ

の
必
要
な
し
と
認
め
ら
れ
る
。

し

た
が

っ
て
、
周
囲
と
調
和

の
と
れ
た
修
景
園
地

と
す

る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

③

監
視
員

の
配
置

な
ど

に
つ
い
て
は
、
層

雲
峡
索
道

に
関
す
る
事
項
を
参
考

の
う

え
措
置

さ
れ
た

い
。

㈲

索
道
周
辺
は
今
後

利
用
増

加
に
よ
る
急

激
な
環
境

汚
染
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
美
化
清

掃

に
つ
い
て
と
く

に
配
慮
さ
れ
た
い
。

(
註
)
展
雲
峡
索
道

に
関
す
る
事
項
個
を
参

考
と
し
て
具
体
策

を
き

め
ら
れ

た
い
。

⑤

索
道
施

設
の
た
め
伐
開
が

一
部
広
す
ぎ

る

の
で
、
運

転
上
支
障

な
い
限
り
早
急

に
復
元

措
置

を
講
ぜ

ら
れ

た

い
。

皿

全
般
に

わ
た
る
事
項

ω

層
雲
峡
索
道

お
よ
び
湧
駒
別
索
道
運
行

に
よ
る
利
用
増
加

に
と
も
な

い
、
大
雪
山
上

一

帯

に
お
け
る

キ
ャ

ソ
パ

ー
の
増

加
が
予
想

さ
れ

る
が
、
自
然
保
護

の
立
場
か
ら
山
上
の
特
定
地

を

キ
ャ

ン
プ
場
と
し
て
指
定

す
る
こ
と

は
か
え

っ
て
望
ま
し
く

な

い
結

果
を
も

た
ら
す
も

の
と

推
測

さ
れ
る
。

こ

の
対
策

と
し
て
は
早
急

に
黒

岳

石
室

を
拡
充

し
、
少

な
く
と
も
五
百
人
程
度

収
容
で
き

る
バ

ン
ガ

ロ
ー
と
し
て
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
が
、

そ
れ

ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て

自
然
保
護
を
念
頭

に
お
い
た
う
え

で
の
キ
ャ

ソ

プ
適

地
指
導

を
行

な
う

よ
う

に

配

慮

さ

れ

た

い
。②

将
来
両
索
道
山
上
駅
間
を
結
ぶ
自
然
探

勝

路
を
整
備

し
、
山
上

一
帯

の
植
生
保
護
対
策

を
講
ず

る
必
要
が
あ

る
。

こ
の
探
勝
路

の
具
体

策

に

つ
い
て
は
、
今
夏
現
地
調
査
を
行
な

っ
た

後
提

示
す
る
予
定

で
あ

る
。

O

ペ
ン
ケ
沼
パ
ン
ケ
沼
の
自
然
保
護

昭
和

四
十

二
年
四
月

二
十
五
日

北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

東

条
猛
猪

北
海
道
知
事

町
村
金
五
殿

厚
生
省
国
立
公
園
局
長

大
崎

康

殿

帯
広
営
林
局
長

岩
岡
正
喜
殿

国
立
公
園
協
会
長

佐
藤
尚

武
殿

日
本
自
然
保
護
協
会

長

川
北
禎

一
殿

阿
寒
町
長

大
野
直
栄

殿

去

る
三
月
十
日
付

の
朝
日
新
聞
紙
上

に
、
阿

寒
国
立
公
園
を
お
と
ず

れ
る
観
光
客

の
素
通
り

が
多

い
の
で

こ
の
引

止
め
策

と
し
て

「
阿
寒
町

は
じ

め
観
光
協
会

な
ど
で
は
、
白
湯
山

の

ス
キ

1
場
整
備
や
ま
だ
未
開
発

の
ペ

ン
ケ

.
パ

ソ
ケ

沼
な
ど
、
新
観
光
地

の
開
発
を
早
く
考
え
ね
ば

と

い
っ
て

い
る
」
と

い
う
記
事
が

の
っ
て
お
り

ま
し
た
。

道
路

が
改
善
さ
れ
自
家
用
車
が
ふ
え
る
と
、

お

の
ず

か
ら

こ
う

い
う
現
象

が
生
じ
て
く

る

こ

と
で
、
そ

の
た

め
に
観
光
地
が
種

々
観
光
施

設

の
開
発
拡
充

に
努
力
さ
れ
る

こ
と
は
当
然

の
こ

と
と

は
申
せ
ま
し

ょ
う
が
、

そ
れ
が
も

っ
と
も

●3●



大
切
な
自
然

の
風
光
そ

の
も

の
を
破
壊
損
傷
す

る
結

果
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
か
え

っ
て
そ

の
も

っ
と
も
大
切
な
観
光
資
源

を
失
う

結
果

に
な
る

こ
と
で
、
目

の
前

の
利
益

の
問
題

の
前

に
遠

い
将
来

に
わ

た

っ
て
の
考
慮
を
忘
れ

る

こ
と
は
、
識

者
の
と

ら
ざ

る
こ
と
申
す
ま
で

も
な

い
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

前
掲

の
新
聞
記
事

が
果

た
し
て

ど

の
程
度
信
用
で
き

る
も

の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
し
、
国

立
公
園
と

し

て
古
く

か
ら
開
け
、

マ
リ
モ
の
保

護
、
原
始
林

の
保
全
、
そ

の
他
自

然
保
護

の
必
要
性

を
充
分

に
認
識

し

て
お
ら
れ
る
阿
寒

町
は
こ
う

い

う
問
題

に
つ
い
て
も
、
も
と

よ
り

配
慮
し

て
お
ら
れ
る

こ
と
ゆ
え
改

め
て
申
す
ま

で
も
な
い
こ
と
と
存

じ
ま
す
が
、
ペ

ン
ケ
沼
、

パ

ン
ケ

沼

は
原
始
的
景
観
を
誇

る
阿
寒
国

立
公
園

の
中
で
も
も

っ
と
も

か
な

め
と
な
る
風
景
で
あ

り
ま
し
て
、

横
断
道
路

か
ら

の
あ

の
広
大
な
原

始
的
眺
望
は
、
万
人

の
思

わ
ず
感

嘆

の
叫
び
を
あ
げ
ず

に
は
い
ら
れ

な

い
美
事
な
も
の
で
あ
り

ま
す
。

お
そ
ら
く
は
阿
寒
国
立
公
園
中

で

も
、
摩
周
湖

の
景
観

に

つ
ぐ
す
ぐ

れ
た
も

の
と

い
え
ま
し

ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
風
光

は
、

こ
れ
を

で
き

る
だ
け

原
始

的
に
保

つ
こ
と
に
よ

っ
て
の
み
そ

の
価
値

と
優

秀
性
と
を
保
持

し
得

る
の
で
、

い
さ
さ

か

も
人
工
的
施
設
を
ほ
ど
こ
す

べ
き

で
は
な

い
こ

と
は

い
う
を
要
し
な

い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
せ

い
ぜ

い
既
設
の
散
策
路

の
整
備

に
と

ど
め
る
べ

き

で
あ

っ
て
、
観
光
客

の
引
止

め
策
と
し

て
は

む

し
ろ
奥
深

い
自
然

の
探
勝

を
十

二
分

に
味
わ

う

こ
と
の
で
き

る
環
境
を
作
る
こ
と
が
も

っ
と

も
重
要
、

か

つ
賢
明
な
策
と
申

せ
ま
し

ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
騒
音
を
な
く

し
、
混
雑

を
整

備

し
、
旅
館

の
設
備
、
料
理
、
客
あ
し
ら
い
な一宙'じ

6、木青チ セ ヌ プ リ、 ニ トヌ プ リ(チ セ ハ ウ ス)

ど

に
工
夫
を
致
し
て
、
真
に
国
立
公
園

阿
寒

の

特
色
を
生

か
す

こ
と

こ
そ
大
切

か
と
思

わ
れ

ま

す
。以

上

の
こ
と
は
、
す
で
に
各
位

の
充
分

に
自

覚
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
は
存

じ
ま
す

が
、

ペ

ン

ヶ
沼
、
パ

ソ
ケ
沼

の
比
類
な
い
風
光

の
重
要
性

の
ゆ
え

に
、
あ
え
て
ご
注
意

を
換
起
す

る
し
だ

い
で
あ
り
ま
す
。

O

豊
平
峡
ダ
ム
建
設
予
定
地
の
保
安
林

指
定
の
解
除
に
つ
い
て

石
建
豊
第

三
七
号

昭
和
四
十
二
年

五
月
十

五
日

石
狩
川

開
発
建
設
部
長

市
瀬

勲

北
海
道
自
然
保
護
協
会

長

東
条
猛
猪
殿

豊
平
峡
ダ

ム
の
建

設
に
あ

た
り
種

々
御
高
配

を
賜
り
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
豊

平
峡
ダ

ム
も
着

工
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
が
、

こ
れ

に
先

立
ち
ダ

ム
お
よ
び
貯

水
池
予
定

地

の
保

安
林
指
定

の
解
除
を
下
記

の

通
り
要
請

す
る
所

存
で
あ

り
ま
す

が
、
自
然

の

保
護
者
と
し

て
の
貴
会

の
ご
意
見

を
伺

い
た
く

資
料
を
添
え

て
協
議

い
た
し
ま
す
。

記

一
、
森
林

の
所
在
地

北
海
道
札
幌
市
定
山
漢
札
幌
岳

国
有
林

定
山
漢
事
業
区

。。
軽
}
。。9

。。9

。。
メ

。。
。。
℃

B
曾

鴇
9

N
ω
ゲ

鴇
心
林
班

二
、
保
安
林
指
定

の
目
的

土
砂
崩
壊

の
防
備

三
、
森
林

の
所
有
者

国

(農
林

省
)

四
、
解
除
を
必
要
と
す
る
面
積

嵩
b。
曽。。
卜。
。。
刈
ぎ

五
、
保
安
林
解
除
位
置
図

謡

.O
O
O
φ

θ

H

O

豊
平
峡
ダ
ム
建
設
予
定
地
の
保
安
林

指
定
の
解
除
に
関
す
る
件

昭
和
四
十
二
年
五
月
二
十
九
日

北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

東
条
猛
猪

石
狩
川
開
発
建
設
部

長

市
瀬

勲
殿

豊
平
峡
ダ

ム
も

い
よ
い
よ
ご
着
工

の
由

に
て

定

め
し
ご
多
忙

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
た
び

の
工
事

に
関

し
ま

し
て
は
、
当
協

会

と
し
て
自
然
保
護

の
立
場

か
ら
種

々
の
要
望

を
致

し
ま
し
た
る
と
こ
ろ
、
自
然
保
護

に
対
し

て
並

々
な
ら
ぬ
ご
関
心
を
お
示
し
下
さ
り
、
深

い
ご
協
力
を

い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
は
ま
こ
と

に
あ

り
が
た

い
こ
と
と
感
謝
致

し
て
お
る
し
だ

い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

お
申
越
し

の
貯

水
池
予
定
地

の
保
安
林
解
除

の
ご
要
請

に
つ
き
ま
し
て
は
、
豊
平
峡
ダ

ム
建

設

予
定
地
が
決
定
致
し
着
工

の
運
び
と
な
り

ま

し
た
以
上
、
や
む
を
得
ざ
る

こ
と
と
存
ず

る
し

だ

い
で
あ
り
ま
す
。

な

お
、
着
工

に
さ

い
し
ま
し
て
は
今
後

と
も

何
卒
自
然
保
護

の
立
場

か
ら
、
充
分

の
ご
配
慮

を
賜
わ
り
た
く

よ
ろ
し
く
お
ね
が

い
申

す
し
だ

い
で
あ
り
ま
す
。

○

北
海
道
自
然
保
護
協
会
総
会
の
席
上

当
協
会
常
務
理
事
星
野
重
が
あ
い
さ
つ

し
た
要
旨

四
二
山
岳
協
会
発
第
十
五
号

昭
和

四
十

二
年
六
月
十
四
日

日
本
山
岳
協
会

長

槙

有

恒

北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

東
条
猛
猪
殿

私

は
た
だ

い
ま
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
、

日
本
山
后
協
会
事
業
部
担
当
常
務
理
事

の
星
野

で
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
日
北
海
道
岳
連

の
理
事
会

が
当
地
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ

に
出
席

の
た
め

来
た

の
で
あ
り

ま
す
。

本
日
は
、
貴
重
な
時
間
を

お
さ
き
下
さ

い
ま
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し

て
ま

こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨

日

の
会
議

の
主
題

は
、
第
十

一
回
全
日
本
登
山

体
育
大
会

の
実
施

に
関
す
る

こ
と
で
ご
ざ

い
ま

し
た
。
貴
会

か
ら

は
井
手
理
事
長
の
ご
出
席

を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

か
ね

て
ご
承
知

の
本
年

八
月
、
知
床

に
お
い

て
行
な

わ
れ
ま
す
登
山
大
会

の
こ
と
に

つ
き

ま

し
て
は
、
貴
会

は
じ
め
関
係
各
方

面
に
た
い

へ

ん
ご

心
配
を
お

か
け

い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
深

く

お
詑
び
申
し
あ
げ

ま
す
。

北
海
道

に
お
き

ま
し
て
は
、

こ
れ
が
三
度
目

の
全

国
大
会

で
あ
り
ま
す
。
過
去
二
回
は
冬
期

で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
テ

ー

マ
が
あ

り
ま
し

て
、

立
派
な
成
果
を
収

め
て
お
る

の
で
ご
ざ

い

ま
す
。
今

回
も
、
自
然
愛

護
と
安
全
登
山
を
二

本

の
柱
と

し
て
行
な
う
も

の
で
あ

り
ま
す
。
ま

た
今
回

は
、
従
来
担
当
岳

連
に
任

せ
て

い
た
技

術
役
員
を
協
会

に
お

い
て
選
考

す
る
よ
り
、
昨

日

の
理
事
会

で
決
ま

っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

こ

の
こ
と
は
、
国
体

同
様

の
考
え
方

で
あ
り
ま

し

て
異
例

の
ケ

ー
ス
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う

に

慎
重

を
期
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
立
派
な
大
会

に
な
る
こ
と
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。

登
山

は
山
中

二
泊
、
四

コ
ー
ス
で

一
コ
ー
ス

最
大

一
五
〇
人

で
あ
り
ま
す
が
、
大
会

の
後

に

登
山
さ
れ

る
方

々
に
こ
の
道
を
そ
ん
な

に
多
人

数

が
通
り
、
ま
た
寝
泊
り
し
た

の
か
と
不
思
議

に
思
わ
れ

る
よ
う
な
模
範

的
集

団
登
山
を
展

開

し
、
皆
様

の
ご
期
待

に
添

い
得

ま
す
よ
う
努
力

い
た
す
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
自
然
保
護
協
会

の
皆

様
方

に
は
、
今
後

な
に
か
と
お
教

え
願
う

こ
と
が
あ

ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く

ご
支
援

下
さ
る
よ
う

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お
詫

び
か
た
が
た
所
信

の

一
端
を
述
べ
ま
し

て
、

ご
あ

い
さ

つ
と

い
た
し
ま
す
。

こ
の
こ
と

は
帰
り

ま
し
て
会
長

に
報
告

い
た
し
ま
す
。
貴

重
な
時
間
を

お
与
え
下
さ

い
ま
し
た
こ
と
を

心

か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。
ま

こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

O

サ
ロ
ベ
ツ
原
野
の
自
然
保
護
に
関
す

る
要
望
書

昭
和
四
十
二
年
七
月
二
十
八
日

北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

東
条
猛
猪

厚
生
大
臣

坊

秀
男
殿

林
野
庁
長
官

若
林
正
武
殿

北
海
道
開
発
庁
長
官

二
階
堂
進
殿

北
海
道
開
発
局
長

遊
佐
志
治
磨
殿

北
海
道
財
務
局
長

森

弘
殿

北
海
道
知
事

町
村
金
五
殿

旭
川
営
林
局
長

山
河
友
次
殿

国
立
公
園
審
議
会
長

足
立

正
殿

国
立
公
園
協
会
長

佐
藤
尚
武
殿

日
本
自
然
保
護
協
会
長

川
北
禎

一
殿

北
海
道
の
持
つ
も
っ
と
も
特
徴
あ
る
自
然
に

森
林
や
湖
沼
と
並
ん
で
広
大
な
火
山
灰
地
や
泥

炭
地
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
る

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
泥
炭
地
は
過
去
数
千
年

間
に
、
植
物
遺
体
が
寒
冷
な
条
件
下
で
堆
積
し

て
生
じ
た
高
緯
度
に
お
け
る
き
わ
め
て
特
異
な

存
在
の
一
つ
で
、
日
本
で
は
北
海
道
に
そ
の
好

例
を
み
る
の
で
あ
り
ま
す
。
本
州
以
南
で
は
尾

瀬
な
ど
、
や
や
標
高
の
高
い
山
地
に
の
み
若
干

の
例
を
み
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

世
界
的
に
み
ま
す
と
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

お
よ
び
英
国
の
北
部
地
方
な
ど
で
は
、
か
な
り

以
前
か
ら
そ
の
利
用
が
農
林
業
的
あ
る
い
は
工

業
的

に
あ

る
程
度
す
す

め
ら

れ

て

お

り

ま

す

が
、
わ
が
国

で
は
ご
く
近
年
ま
で
、

こ
と
さ
ら

に
そ

の
利
用
が
積
極
的

に
す
す
め
ら
れ

る
例
を

ほ
と

ん
ど

み
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
近
来

農
林
業
的
、
あ

る

い
は
工
業
的

に
そ

の
利
用
が

計
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
北
海
道

の
泥
炭
地

の

ほ
と
ん
ど
が
何
ら
か

の
形
で
人
為

が
加
え
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

泥
炭

地
が
古
く

か
ら
農
業

開
発

の
対
象
と
な

り
、

こ
れ
に
成

功
し
た
例
は
石
狩
幌
向

お
よ
び

篠

津
泥
炭

地
な
ど
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
水

田
化
に
よ

っ
て
き
わ

め
て
高
度

の
収
益

が
上
げ

ら
れ

る
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

近
年

は
泥
炭

地

の
利

用
が
諸
条
件

の
悪

い
地

域
ま
で
お
よ
び
、
釧
路

や
天
北

の
泥
炭
地
も
そ

の
対
象

と
さ
れ

る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

一
般

に
未
利
用
地

の
開
発

は
、
人
類

の
生
活

と
福
祉

の
た
め
に
も
と

よ
り
必
要
な
も

の
で
あ

り

ま
す
が
、
な

お
広
大
な
地
域
を
占
め
る
北
海

道

の
泥
炭
地

の
開
発

に
は
問
題
を
学
術
的

に
深

く
攻
究
す

る
こ
と
も
必
要
な

こ
と
で
、
も

っ
と

も
適
切
な
利
用
方
法
を
講
ず
る

こ
と

こ
そ
、

わ

れ
わ
れ

に
与
え
ら
れ
た
課
題

で
あ

る
と
申

す
べ

き

で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

か
つ
て
適
切
を
欠

い
た
開
発
方
式

に
よ

っ
た

ド
イ

ッ
は
じ

め
北
欧
各
国

で
は
、

つ
い
に
泥
炭

地
保
護
条
令
を
制
定

し

て
そ

の
保
護

に
努

め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
、
保
護
を
考

慮
し
な

い
劣
悪

な
利

用
方
法

は
、
泥
炭
地
を
全

く
手

の
つ
け
ら
れ
な
い
改
悪
状
態

に
追

い
こ
む

こ
と
が
知

ら
れ
て
お
り

ま
す
。

無
謀

な
開
発

が
、

か
え

っ
て
土
地
な
ら
び

に

人
類

を
悪

い
条
件

に
お
と
し
入
れ
る

こ
と
で
あ

っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
開
発
が

か
え

っ
て
学
術

的
、
あ

る
い
は
人
類
共
通

の
財
産

と
し
て
の
自

然

を
破
壊

し
た
り
、
後
世

に
こ
れ
が
指
弾
さ
れ

る
よ
う
な

こ
と
が
あ

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

北
海
道
自
然
保
護
協
会

は
森
林
、
高

山
、
渓

谷
そ

の
他
、
多
く

の
北
海
道
固
有

の
自
然
保
護

に

つ
い
て
で
き
る
だ
け

の
努
力
を
試

み
て
き
ま

し
た
。
今
、
北
海
道
が
現

に
有

す
る
も

っ
と
も

典
型
的

で
あ
る
泥
炭

地

の
自

然
を
ど
こ
か
に
保

存

し
あ
り

の
ま
ま

の
姿

を
残

し
、

こ
れ
を
保
存

す

る
こ
と
は
人
類
文

化
発
展

を
物
語

る
重
要
事

項

で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
お
い
て
、
広
大
な
し

か
も
自
然
美

を
有

す
る
天
北

の
サ

ロ
ベ

ッ
原
野

こ
そ
、
最
適

の
地
と
思
惟

さ
れ
る
の
で
あ
り
ま

し

て
、
そ

の

一
部

の
保
存
保
護

を
要
請
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

高
層
湿
原

の
中
で
も
標
高

の
高

い
と

こ
ろ

に

あ
る
例
と
し
て
は
、
尾

瀬
が
保
護

の
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
釧
路
湿
原

は
主
と
し

て
動
物
学
上

の
重
要
性

も
み
と
め
ら
れ

て
、

こ
れ
も
ご
く
最

近
保
護
区
域

に
指
定

さ
れ
ま

し
た
。

こ
こ
に
残

る
は
、
あ
る
相
当
規
模
を
有

し
、
植
物
学
上

に

貴

重
で
あ

る
低
地

に
あ

る
高
層
湿
原
と
し
て

の

泥
炭

地

の
例

で
あ
り
ま
す
。

サ

ロ
ベ

ッ
原
野
を

含
む
天
北

の
泥
炭
地

は
、

こ
れ
を
充
た
す
最
良

の
も
の
と
し
て
み
と

め
ら
れ
る
も

の
で
、

す
で

に
日
本
生
態
学
会
北
海
道
区
会

は
本
泥
炭
地

の

学
術
的
価
値

か
ら
保
護
要
望
を
し
ま
し
た
。

泥
炭
地

の
利
用
は
、

こ
と
に
工
業
的
利
用
を

目
的

と
す

る
場
合
、
万
全

の
保
護

法
の
存
在

の

下
で
は
じ

め
て
許

さ
れ
る
べ
き

も
の
と
考
え
ま

す
。
本
地
域

の
最
後

に
残

さ
れ

た
、
美

し
い
泥

炭
地

の
最
良

の
例
と
し
て
の
重
要
性
を
考
慮
せ

ら
れ
、
そ

の
保
護

に
万
全

の
措
置
が
な
さ
れ
る

こ
と
を
切
に
希
望
す

る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
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網
走
国
定
公
園
内
の
工
作
物
新
設
に

関
す
る
件

昭
和

四
十

二
年
七
月
十
八
日

北
海
道
自
然
保
護
協
会

長

東
条
猛
猪

北
海

道
知
事

町
村
金
五
殿

網
走
国
定
公
園
内

の
網
走
湖
畔

の
大
曲
、
呼

人
境
界
地
域

に
、
湖
面
を
埋
立
て
温
泉

ホ
テ
ル

を
建
設
す

る
計
画
を
有

す
る
者

の
あ

る
こ
と
を

耳

に
し
、
直
ち

に
調
査
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
既

に
貴
殿
宛

に
新
設
許

可
を
申
請

し
た
事
実
を
知

り
驚
愕

し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
年
度

に
お

い
て
、
本
協
会

は
該
公

園
地
域

の
現
地
調
査
を
な
し
、
網
走
市
市
街
地

に
近
接

し
て

い
る

に
か
か
わ
ら
ず
、
水
陸

の
景

観
が
優
れ
自
然
環
境

が
よ
く
保
護
保
存
さ
れ
、

人
為

に
よ
っ
て
汚
さ
れ
ず
、
万
人

の
憩

い
の
場

と
し
て
国
定

公
園
に
ふ
さ
わ

し
い
状
態

に
あ
り

既
設

の
網
走

湖
荘

の
ご
と
き
も
存
在

し
な

い
こ

と
が
望
ま
し
い
と
さ

え
思
惟
さ
れ
た

の
で
あ
り

ま
す
。

-

然

る
に
申
請

に
よ
り
、

こ
こ
に
新
し
く
わ
ざ

わ
ざ
湖
畔
を
埋
立
工
作
物
、
特

に
ホ
テ

ル
の
ご

と
き
を
施
設
す

る
こ
と
は
、
市
街

に
近
接

し
て

い
る
以
上
必
要

の
な

い
こ
と

に
て
、

そ
れ
よ
り

網
走
湖
畔

の
景
観
は
著
し
く
破
壊

さ
れ
、

こ

の

国
定
公
園

の
特
徴
が
喪
失
さ
れ
る
結

果
と
な
る

こ
と

は
き
わ

め
て
明
瞭

で
あ

り
ま
す
。

稀

に
見
る
美
し

い
自
然
環
境

に
あ

る
こ
の
湖

畔

に
新
し
く
工
作
物
を
設
け
る
こ
と
は
、
該
国

定

公
園

の
観
光
的
価
値

を
甚
だ

し
く
低
減

せ
し

め
、

い
わ
ゆ
る
観
光

開
発

の
目
的

に
も
そ

わ
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。

よ

っ
て
、

こ
の
地
域

に
は
申
請
さ
れ

て
い
る

ご
と
き
工
作
物
は
、

一
切

と
り

や
め
る
よ
う

お

と
り
計

い
下
さ
る

こ
と
を
本
協
会
と
し

て
切
望

す

る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

O

北
海
道
に
お
け
る
国
立
公
園
内
の

自
然
保
護
に
関
す
る
要
望
書

昭
和
四
十
二
年

八
月
八
日

北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

東
条
猛
猪

本
会

に
お

い
て
は
、
道

よ
り
自
然
公
園
内

に

お
け
る
自
然
保
護

対
策

に

つ
い
て
調
査
を
委

託

さ
れ
、
昭
和
四
十
年
度

よ
り
三

力
年
計
画
を
も

っ
て

こ
れ
を
実
施

し
て
参
り
ま
し
た
。
そ

の
間

四
十
六
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
す

る
大
面
積
を
有

す
る
四

つ
の
国
立
公
園
を
詳
細

に
拝
見
致
し
、

そ

の
規
模

の
雄
大
な

こ
と
と
、
原
始
景
観

の
残

さ
れ

て
い
る

こ
と

に
つ
い
て
、
改

め
て
そ

の
重

要
性
を
強
く
認
識
致

し
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し

こ
れ
と
同
時

に
、

こ
れ
ら
国
立
公
園
内

に
お

い
て
は
利
用

者
の
激
増
と
、
地
域
開
発

の

進

展

に
伴

っ
て
、
貴
重
な
自
然
が

か
な
り
損
傷

さ
れ
て
お
り
、
更

に
そ
の
傾
向
が
強
ま

っ
て

い

る

の
を
認

め
ざ

る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。

申

す
ま
で
も
な
く
、
北
海
道

の
自
然
は
、

現

在

の
日
本
に
残
さ
れ

た
貴
重
な
財
産

で
あ
り
、

こ
れ
を
永
久

に
保
存
す

る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ

に
課

せ
ら
れ

た
も

っ
と
も
大
き
な
努
め
で
あ
る

と
信
じ
て
お
り

ま
す
。

つ
き
ま

し
て
は
、

こ
の
貴
重

な
国
立

公
園
内

の
自
然
を
護

る
た

め
、
貴

省

に
お
か
れ
て
は
、

次

の
こ
と

に
つ
き
特
別

の
ご
配
意

を
お
ね
が
い

い
た
し
ま
す
。記

一
、
国
立
公
園
内

の
管

理
体
勢

の
強
化
を
急

速

に
は
か

っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

広
大
な
北
海
道

の
国
立
公

園
を
管
理
す

る
こ

と

は
、
現
在

の
実
情

で
は
極

め
て
困
難
な
点
も

多

い
と
思

い
ま
す

が
、
特

に
集
団
施

設
地
区
、

単
独
施
設
地
区

に
お
い
て
は
、
観
光
客

の
増

加

が

伴

い
管

理
事
務

は
複
雑
、
多
岐

に
亘
る
こ
と

が
多
く
、
更

に
許
認

可
事
項
等

に
関
す
る
調
査

用
務
も
増
加
し
て

い
る

よ
う

に
認
め
ら
れ
た

の

で
、

こ
れ

に
対
す
る
管
理
費

に
つ
い
て
調

べ
ま

し
た
と

こ
ろ
、

そ

の
経
費

の
あ

ま
り

に
少
額
な

の
に
意

外

に
感

じ
た
次
第

で
あ

り
ま
す
。
も
と

よ
り
国
立
公
園
管

理

に
要
す
る
経
費

は
、
受
益

者

の
立
場
と
し
て
道
お
よ
び
地

元
市
町
村

に
お

い
て
あ
る
程
度
は
負

担
す
べ
き

で
あ
り

ま
し

ょ

う
が
、
国
立
公
園
と
し
て
管
理
の
責
任

を
持

た

れ

る
貴

省

に
お

い
て
、

こ
れ

に
ふ
さ
わ
し

い
管

理
費
を
支
出
さ
れ
る

の
は
当
然

の
こ
と
と
思
料

い
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、

こ
の
事
情

ご
諒
察

下
さ

い

ま
し
て
国
立
公
園

の
管
理
が
適

正
に
行

な
わ
れ

ま
す
よ
う
、
管
理
費

の
予
算

を
大
巾

に
増
額

さ

れ
る

よ
う
切
望

い
た
し
ま
す
。

二
、
国
立
公
園
管
理
員

の
増

員
を
は
か

っ
て

い
た
だ
き
た

い
。

国
立
公
園
内
の
直
接
管

理
に
あ

た
る
国
立
公

園
管

理
員

は
、
い
ず
れ

も
優
秀

な
方

々
で
専

心

公
園
内

に
お
け
る
事
務

お
よ
び
指
導

に
従
事
さ

れ
て
い
ま
す

が
、
そ

の
配
置

は
川
湯
外

五
カ
所

の
集
団
施
設
地
区

に
そ
れ
ぞ
れ

一
名
宛
が
駐
在

し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、

こ
の
広
大
な
四
国
立
公

園

の
管
理
を
行
な
う

こ
と

は
到
底
不
可
能

な

こ

と
と
思

わ
れ

ま
す
。

し

か
も
、
年

々
増
加
し
て

い
く
利

用
者
に
対

処
し
て
は
、
早
急

に
こ
れ
を
増
員
す

る
必
要

の

あ
る

こ
と
を
認

め
ら
れ

ま
す
。

し
た
が

っ
て
最

小
限
度

の
対
策

と
し
て
、

四
国
立
公
園

の
集

団

施
設
地
区
十

ニ
ヵ
所

に
少
く
と
も

一
名
は
配
置

で
き
る
よ
う
、
す

な
わ
ち

六
名

の
増
員
を
は
か

ら
れ
る
よ
う
要
望

い
た
し
ま
す
。

(
本
書
は
厚
生
大
臣

は
じ
め
同
省
関
係
あ
て

作
成
し
、

犬
飼
副
会
長
上
京

の
折
り
、
直
接

手
渡

し
陳
情

し
た
。)

会
報
第

五
号

を
お
送
り

し
ま
す
。
前
号
以
後

に
行
な
わ
れ

た
会
議

の
概
要

と
、
関
係
方
面

へ

の
要
望
書
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

本
会

も
創

立
以
来

三
年
目
を
越

え
、

し
だ

い

に
地

に
つ
い
た
仕
事

が
で
き

る
よ
う

に
な

っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
然
保
護

の
思
想
を
徹

底
し
、

世
論

と
し
て
社
会

に
浸
透
さ
せ
る
た
め

に
は
、
さ
ら
に

一
層

の
努
力
を

か
さ
ね
る
必
要

が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

こ
の
た

め
に
も
、
会

報

を
単
な
る
報
告
集

に
と
ど

め
ず
、
今
後

は
会

員

諸
氏
の
ご
意
見
も
た
く
さ

ん
載
せ
た

い
と
思

っ

て
お
り

ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
送
稿
下
さ
る
よ
う

お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

(編
集
委
員

)

昭
和

四
十

二
年
十
二
月

一
日
発
行

札
幌
市
北
二
条
西
八
丁
目

北
海
道
大
学
植
物
園
内

発
行
所

北
海
道
自
然
保
護
協
会

電
話
(
二
二
)
○
〇
六
六
番

発
行
人

井

手

責

夫

印

刷

札
幌
印
刷

株

式

会

社
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